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平成 23 年３月期 業績予想の修正に関するお知らせ 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22 年８月 10 日に公表した平成 23 年３月期通期業績予想を下

記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．平成 23 年３月期連結業績予想数値の修正（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 
44,000 

百万円 
2,300 

百万円 
1,950 

百万円 
1,100 

円 銭 
21.56 

今回修正予想（Ｂ） 41,000 2,300 2,100 1,400 27.44 

増減額（Ｂ－Ａ） △3,000 0 150 300 － 

増減率（％） △6.8 0 7.7 27.3 － 

(ご参考)前期実績 
(平成22年３月期) 

42,199 1,385 1,204 390 7.79 

２．平成 23 年３月期個別業績予想数値の修正（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 
28,000 

百万円 
1,650 

百万円 
1,400 

百万円 
850 

円 銭 
16.50 

今回修正予想（Ｂ） 25,000 1,650 1,500 1,000 19.41 

増減額（Ｂ－Ａ） △3,000 0 100 150 － 

増減率（％） △10.7 0 7.1 17.6 － 

(ご参考)前期実績 
(平成22年３月期) 

25,601 1,208 1,122 534 10.59 

３．修正の理由 

当社グループは、ワールドワイドな拡販活動と効率的な新製品開発により収入の安定・拡大を図る

とともに、収益改善対策の推進によるコスト削減を通じ収益力の維持・強化を目指しております。 

このような中、当第３四半期連結累計期間の業績は、販売面では、期央以降、特に国内において顧

客の在庫調整の影響を受け半導体関連製品及び化成品（トナー）の受注が減少したことから、売上高

は予想を下回る状況で推移いたしました。 

一方、利益面では、収益改善対策等の効果によりほぼ予想どおりの営業利益を確保する中で、特に

経常利益につきましては、借入金の返済に伴い金利費用が減少するとともに、為替予約による為替差
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益を計上したことなどから、また、四半期純利益につきましては、特別利益に投資有価証券売却益を

計上したことなどから、当初の予想を上回る成績をあげることができました。 

足下のわが国の経済環境は、海外景気の減速や円高の定着、景気対策効果の一巡による反動などで、

ここ暫くは景気の足踏み状態が継続するものと予想されます。一方で、このような局面においても一

定の利益が確保できるよう、当社グループの収益体質・財務体質は着実に改善しております。 

このような最近の経済環境と業績動向を踏まえ、平成 22 年８月 10 日に公表した業績予想数値につ

いて、売上高は下方修正を、経常利益及び当期純利益は上方修正を行うことといたしました。 

 以 上 


